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本書は，爪診療の巨匠である東
禹彦先生が 2004 年に執筆した
「爪─基礎から臨床まで」を，今
回十年ぶりに改訂されたものであ
る．それに際し，僭越ながら書評
を書かせていただく機会をいただ
いた．
いうまでもなく，著者の東先生
は長年爪疾患をご自身のライフワ
ークとされてこられた．本書は，
爪の解剖学や生理学的なデータも
網羅されており，辞典のようにし
ても長年重宝されてきた．今年の
日本皮膚科学会総会の教育講演，
爪の見方・治し方のセッションで
総論を話された安木良博先生(前
都立大塚病院皮膚科部長)にも，
世界に誇る成書であると絶賛され
ていた．基礎的なデータととも
に，ご自身の臨床経験から得られ
た膨大な臨床写真は，見るものに
訴えかけてくる．また，本書を見
ると，初めて聞く病名も多数あ
り，爪疾患の病名がこんなにもた
くさんあるのかと感じさせられ
る．本書を通読するだけで，自分
たちも爪の見方が一段階も二段階
も向上したかのような錯覚さえ起
こしてしまいそうである．
今回の改訂では，新しい病名，
爪甲彎曲症の頻度や治療法，最近
の話題(手足口病に罹患後の爪の
脱落など)まで詳しく言及されて
いる．最近の文献も網羅されてお
り，著者が今なお，常にアンテナ
を張っておられることが伝わって
くる．特に爪甲彎曲症は，日常診

療でしばしば見かけるものであ
り，その治療法は非常に参考にな
る．爪疾患全般にわたり治療法も
詳しく書かれており，しかも特筆
すべきは，ご自身でいろいろ工夫
されたなかから，うまくいった
例，いかなかった例を紹介してあ
ることである．つまり，生きた経
験としてわれわれに伝わってくる
のであり，まさに臨床医の鑑であ
る．
われわれの日常診療で爪の病変

を主訴に来院する患者は多い．爪
白癬だと，むしろ診断もやさしい
し治療法もあるので楽である．し
かし多くの皮膚科医にとって爪の
見方は難しく，特に真菌症や炎症
性角化症などの疾患に当てはまら
ない症例や，原因となりそうな内
服歴もない場合，患者の納得のい
くような説明も難しいし，治療も
困ることが多い．また，爪の変化
が起因するものは爪母の炎症なの
か爪床の変化なのか，考えながら
診察しているかと言われれば心も
とない．加えて，爪は良い治療法
がないからと，すぐにあきらめて
しまう皮膚科医がなんと多いこと
か．ぜひ，本書をしっかり読んで
もらいたい．皮膚科のある施設は
もちろんのこと，皮膚科医のいな
い施設でも必携の本である．
理想的には，目の前に起きてい

る爪の変化から，ここにこのよう
な症状が生じているからには，こ
こに原因(外力などの)があるから
に違いない．それにはこうしたら

良くなるのでは，というような論
理的な思考が組み立てられること
で，そういう説明を受けると，患
者も根気よく通院してくれるのだ
ろう．そのような診療風景が目に
浮かぶ．それができるようになる
には，爪の解剖学的知識や生理的
な機能を理解することが必要であ
ることを改めて認識させられる．
そのような達人の域にはとても達
することはできないが，爪病変に
強くなるには，せめて爪の垢でも
煎じて飲まなければいけないかも
しれない．
本書を拝読すると，一つのこと

をコツコツとやることがいかに大
事であるかということをつくづく
感じさせられる．しかし，爪疾患
の領域に限らず，先達のスペシャ
リストの大家が次第に退官されて
しまうのは寂しい．たまに学会に
出てこられた際に，後輩の皮膚科
医が発表しているのを聞いてどう
思われるのか，それを想像すると
赤面の思いがする．若い皮膚科医
を育成する身として，恥じないよ
うにしっかりしなければ，と思う
次第である．
最後に，本書を通じて若い皮膚

科医が爪疾患にもっと興味を持
ち，日常診療で必ず爪を見る習慣
をつけていくことを望んでいる．
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